
石川県立美術館だより
平成19年10月1日発行 第288号

古九谷と石川の工芸Ⅱ

　

九
月
三
日
か
ら
改
装
工
事
の
た
め
休
館
し
ま
し
た
の
で
、

隣
の
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
第
二
特
別
展
示
室
で
開
催
す

る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
の
二
回
目
で
す
。

　

十
七
世
紀
中
頃
、
古
九
谷
は
、
日
本
最
初
の
色
絵
磁
器

と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
質
の
高
い
装
飾
性

か
ら
、
近
世
を
代
表
す
る
や
き
も
の
と
し
て
き
わ
め
て
高
い

評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
古
九
谷
の
魅
力
は
、
な
ん
と
い
っ

て
も
文
様
意
匠
の
重
厚
さ
、
格
調
の
高
さ
に
あ
り
ま
す
。
文

様
は
力
強
い
筆
致
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
描
か
れ
、
色
彩
は
深

い
緑
・
黄
・
紫
な
ど
の
絵
具
に
よ
っ
て
、
器
面
全
体
に
塗
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、「
色

絵
亀
甲
菊
流
水
図
平
鉢
」、「
青
手
椿
図
平
鉢
」、「
青
手
葡

萄
図
平
鉢
」
な
ど
古
九
谷
九
点
を
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
同
時
に
、「
石
川
の
工
芸
」
の
中
か
ら
、
陶
芸
で

は
中
村
翠
恒
作
「
鷺
二
態
」
と
北
出
不
二
雄
作
「
青
釉
寂
静

台
皿
」
を
、
漆
芸
で
は
藤
井
観
文
作
「
片
切
沈
金
彫
栗
鼠
小

箪
笥
」、
新
村
撰
吉
作
「
梅
花
文
蒔
絵
筥
」
を
、
金
工
は
加

賀
象
嵌
の
高
橋
介
州
作
「
絹
の
道
伏
香
炉
」
と
金
岡
宗
幸

作
「
砂
張
水
指
」、
染
織
で
は
前
期
、
後
期
に
分
け
て
毎
田

仁
郎
作
友
禅
訪
問
着
「
つ
ど
い
」
と
毎
田
健
治
作
「
爽
風
」、

初
代
由
水
十
久
作
「
春
秋
野
外
遊
楽
図
」、
二
代
由
水
十
久

作
友
禅
訪
問
着
「
む
べ
の
花
」
を
、木
工
は
川
北
浩
一
作
「
欅

造
盛
鉢
」、
人
形
で
は
前
期
は
下
口
宗
美
作
木
彫
加
彩
人
形

「
つ
つ
井
筒
」
を
、
後
期
は
斎
藤
悦
子
作
「
い
ず
み
」
な
ど

約
二
十
四
点
展
示
紹
介
し
ま
す
。

　

会
期
の
う
ち
十
月
十
六
日
〜
十
一
月
十
一
日
は
歴
史
博

物
館
秋
季
特
別
展
「
石
川
の
お
宝
史
」
開
催
に
と
も
な
い
、

入
館
料 

一
般 

六
五
〇
円
（
団
体 

五
二
〇
円
）、
大
学
生 

五

〇
〇
円
（
団
体 

四
〇
〇
円
）
が
必
要
で
す
。

　

十
一
月
十
四
日
〜
十
一
月
三
十
日
は
歴
史
博
物
館
入
館

料 

一
般 

二
五
〇
円
（
団
体 

二
〇
〇
円
）、
大
学
生 

二
〇
〇

円
（
団
体
一
六
〇
円
）
が
必
要
で
す
。

　
（
高
校
生
以
下
は
と
も
に
無
料
で
す
。）

URL　http://www.ishibi.pref.ishikawa.jp/

会場：石川県立歴史博物館 第2特別展示室
10月16日（火）～11月11日（日）　11月14日（水）～11月30日（金）
（古九谷と石川の工芸Ⅰは10月14日（日）まで開催しています。）

色絵亀甲菊流水図平鉢　古九谷
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「
百
工
比
照
に
つ
い
て
」
講
師　

当
館
館
長　

嶋
崎　

 

丞

講
演
会
記
録 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

          

平
成
19
年 

5
月
6
日

　
「
百
工
比
照
」
に
つ
い
て
は
新
聞
や
雑
誌
、
テ

レ
ビ
な
ど
で
名
前
は
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実

際
に
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
方
は
、
意
外
と
少
な
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
と
、
「
百
工
比
照
」

に
つ
い
て
の
ご
認
識
が
間
違
っ
た
解
釈
の
方
が
多

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
私
の
「
百

工
比
照
」
と
の
長
い
つ
き
あ
い
の
中
で
感
ず
る
こ

と
を
中
心
に
お
話
し
し
ま
し
て
、
ご
鑑
賞
の
参
考

に
な
さ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ご
存
じ
の
よ
う
に
五
代
藩
主
前
田
綱
紀
は
、

「
尊
經
閣
文
庫
」
と
い
う
今
で
言
う
図
書
館
を
集

大
成
し
た
藩
主
で
す
。
こ
の
「
尊
經
閣
文
庫
」
と

い
う
名
称
か
ら
一
般
的
に
は
図
書
館
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
ん
で
す
が
、
こ
の
「
百
工
比
照
」
も
そ
の
な

か
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
文
庫
と
い

う
名
称
か
ら
く
る
図
書
・
文
書
・
典
籍
の
み
な
ら

ず
、
幅
広
い
意
味
で
の
綱
紀
の
考
え
る
世
界
が
集

大
成
さ
れ
た
も
の
が
「
尊
經
閣
文
庫
」
と
い
え
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
最
近
マ
ス
コ
ミ
や

一
部
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
「
尊
經
閣
文
庫
」
の
金

沢
城
へ
の
返
還
運
動
が
で
て
き
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
そ
の
方
た
ち
も
「
尊
經
閣
文
庫
」
の
中
身
に

つ
い
て
正
直
申
し
上
げ
て
ご
存
じ
で
は
な
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
本
日
は
そ

の
「
尊
經
閣
文
庫
」
の
な
か
の
「
百
工
比
照
」
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
し
ま
す
。

　
「
百
工
比
照
」
と
は
工
芸
百
般
を
比
較
対
照
す

る
と
い
う
意
味
で
、
名
称
は
綱
紀
が
自
ら
名
付
け

た
こ
と
が
資
料
的
に
も
裏
付
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

祖
父
の
三
代
藩
主
利
常
は
文
化
大
名
と
し
て
よ
く

知
ら
れ
、
世
の
中
に
二
つ
と
な
い
古
美
術
の
名
品

を
集
め
、
そ
れ
を
使
っ
て
茶
会
を
開
き
、
今
日
的

に
は
工
芸
工
房
で
あ
る
加
賀
藩
の
御
細
工
所
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
よ
う
と
い
う
構
想
を
持
っ
て
様
々
な

仕
事
を
進
め
た
大
名
で
す
。
利
常
の
考
え
方
に
は

対
幕
府
、
あ
る
い
は
対
公
家
・
朝
廷
に
対
す
る
加

賀
藩
の
存
在
意
義
と
申
し
ま
し
ょ
う
か
、
世
の
中

に
認
識
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

な
想
い
の
な
か
で
、
加
賀
藩
の
文
化
を
交
流
振
興

し
よ
う
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。
利
常
の
長
男
が
四
代
藩
主
光
高
で

す
が
、
彼
は
三
十
一
歳
で
亡
く
な
り
、
そ
の
時
に

長
男
の
綱
紀
が
三
歳
で
し
た
。
そ
の
た
め
小
松
城

に
隠
居
を
し
て
い
た
利
常
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
受

け
て
育
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
祖
父
利
常
の
影
響
は

当
然
で
す
が
、
綱
紀
の
正
室
は
、
会
津
藩
主
の
保

科
正
之
の
女
で
す
。
保
科
正
之
は
三
代
将
軍
家
光

の
異
母
弟
で
、
江
戸
幕
府
の
中
で
も
重
要
な
存
在

で
あ
り
大
変
な
学
者
で
も
あ
り
ま
す
。
三
代
利
常

は
、
藩
政
を
含
め
て
家
庭
教
師
的
役
割
を
こ
の
保

科
正
之
に
託
し
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で

し
ょ
う
。

　

江
戸
時
代
中
期
の
武
士
の
精
神
生
活
は
儒
教
を

根
底
と
し
た
儒
学
が
中
心
で
す
。
水
戸
藩
の
徳
川

光
圀(

綱
紀
の
叔
父)

は
朱
舜
水
を
召
し
抱
え
朱
子

学
を
学
び
水
戸
学
を
確
立
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
環
境
の
中
で
育
っ
た
綱
紀
は
儒
学
を
愛
好

し
、
徳
川
幕
府
の
論
語
・
中
庸
な
ど
の
講
義
に
参

加
し
て
、
常
に
賞
を
取
っ
て
幕
府
か
ら
も
信
任
の

篤
い
大
名
で
し
た
。
中
国
の
儒
学
を
研
究
す
る
こ

と
で
、
北
宋
の
徽
宗
皇
帝
に
関
心
を
持
ち(

そ
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
で
日
本
に
伝
来
し
て
い
る
も
の
は
ほ

と
ん
ど
今
日
の
国
宝
や
重
文
で
す
。
）
、
三
代
利

常
の
生
き
方
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
徽
宗
皇
帝
の

生
き
方
を
研
究
者
と
し
て
求
め
た
気
が
い
た
し
ま

す
。

　

ま
た
こ
の
時
代
は
博
物
主
義
が
流
行
し
ま
す
。

豊
か
な
経
済
力
を
持
ち
、
ま
た
そ
う
し
た
面
に
関

心
の
あ
る
大
名
の
中
で
綱
紀
は
ト
ッ
ブ
バ
ッ
タ
ー

の
一
人
に
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

綱
紀
自
筆
の
「
丙
寅
旅
中
雑
記
」
と
題
す
る
記
録

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
貞
享
三
年(

一
六
八
五)

五

月
に
金
沢
へ
帰
る
参
勤
交
代
の
道
中
で
見
聞
し
た

様
々
な
こ
と
を
記
し
た
十
四
日
間
の
記
録
で
、
道

中
や
本
陣
の
庭
に
生
え
て
い
た
植
物
や
樹
木
に
関

す
る
記
事
を
中
心
に
魚
や
動
物
に
関
す
る
こ
と
も

記
さ
れ
、
植
物
や
樹
木
の
葉
を
採
取
し
、
葉
拓
に

し
て
葉
の
形
を
写
し
取
り
、
そ
こ
に
説
明
が
付
属

し
ま
す
。
さ
ら
に
「
桑
華
字
苑
・
桑
華
書
志
」
と

い
う
綱
紀
の
雑
記
帳
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ

に
も
博
物
学
的
視
点
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
オ

ラ
ン
ダ
の
医
学
や
植
物
学
に
関
す
る
書
籍
を
注
文

し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
入
手
し
た
の
が
天
和
二

年(

一
六
八
二)

で
す
。
「
百
工
比
照
」
の
和
紙
の
収

集
に
つ
い
て
は
延
宝
六
年(

一
六
七
八)

に
藩
の
改

作
所
に
記
録
が
あ
り
、
こ
の
年
以
前
十
年
、
以
後

三
十
年
に
わ
た
っ
て
収
集
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
の
様
に
綱
紀
は
植
物
の
分
類
整
理
、
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
大
変
関
心
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ

と
が
具
体
的
に
見
え
て
き
ま
す
。
こ
う
し
た
博
物

趣
味
を
美
術
工
芸
に
応
用
し
、
集
大
成
し
た
も
の

が
「
百
工
比
照
」
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
御
細
工
所
の
職
人
の
仕
事
・
技

術
・
材
料
の
見
本
を
集
大
成
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、

小
松
葭
島
書
院
の
実
物
見
本
は
寛
永
時
代
の
も
の
、

そ
れ
か
ら
綱
紀
が
亡
く
な
る
元
禄
ま
で
の
七
・
八

十
年
の
日
本
に
お
け
る
工
芸
の
見
本
、
図
書
文
書

典
籍
に
深
い
関
心
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
和
紙
を

徹
底
し
て
集
め
て
い
ま
す
。
題
牋
用
の
付
箋
を
集

め
、
本
の
装
丁
見
本
の
木
型
ま
で
作
っ
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
も
、
尊
經
閣
文
庫
に
打
ち
込
む
姿
を
み

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と

な
っ
て
、
今
日
の
石
川
県
に
お
け
る
伝
統
工
芸
の

根
本
資
料
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
、
中
・
長
期
的

な
工
芸
の
展
開
に
基
本
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
に

結
び
つ
い
て
お
り
、
や
は
り
綱
紀
は
先
を
見
越
し

た
す
ば
ら
し
い
仕
事
を
残
し
て
く
れ
た
藩
主
で

あ
っ
た
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
す
。
（
特
別
陳
列

「
百
工
比
照
」
に
あ
わ
せ
て
、
当
館
ホ
ー
ル
で
開

催
し
た
講
演
会
の
内
容
を
当
館
の
責
任
で
要
約
し

た
も
の
で
す
。
）
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こ
れ
ま
で
当
館
で
行
っ
て
き
た
講
座
や
映
画
会
な
ど
、

休
館
中
の
当
館
行
事
は
主
に
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
十
二
月
ま
で
は
月
に
一
度
で

す
が
、
二
月
以
降
は
毎
週
１
回
の
ペ
ー
ス
で
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
今
号
で
は
十
月
の
行
事
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ウ
ィ
ー
ク
。
十
月

一
日
か
ら
八
日
の
日
程
で
今
年
も
盛
大
に
催
さ
れ
ま
す
。

美
術
館
は
休
館
し
て
ま
す
が
、
兼
六
園
周
辺
の
施
設
で

は
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
当
館
行
事
に
つ
い
て

■
映
画
会

　

日
時
／
10
月
14
日（
日
）午
後
１
時
30
分
〜

　

会
場
／
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
３
階
35
号
室
）

　

・「
甦
る
文
化
財　

表
装
の
技
術
」（
48
分
）

　

・「
文
化
財
を
守
る
人
た
ち
」（
44
分
）

休
館
中
に
当
館
主
催
行
事
を
行
う
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を

ご
案
内
し
ま
す
。

所
在
地

◆
金
沢
市
広
坂
2
丁
目
1
番
1
号
石
川
県
広
坂
庁
舎
１
号
館

・ 

Ｊ
Ｒ
金
沢
駅
か
ら
北
陸
鉄
道
バ
ス
に
乗
車
、香
林
坊
下
車
徒
歩
４
分
。

・ 

Ｊ
Ｒ
金
沢
駅
か
ら
車
で
約
１０
分

※

下
の
地
図
を
参
照
下
さ
い
。

連
絡
先

・ 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
7
6(

2
2
3)

9
5
7
0

・ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

0
7
6(

2
2
3)

9
5
8
5

県立美術館周辺地図

県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

兼
六
園
周
辺
文
化
の
森

兼
六
園
周
辺
文
化
の
森

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ウ
ィ
ー
ク

ウ
ィ
ー
ク

兼
六
園
周
辺
文
化
の
森

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ウ
ィ
ー
ク

■
文
化
の
森
講
演
会

　

開
始
時
刻
／
午
後
２
時

　

会
場
／
石
川
県
立
歴
史
博
物
館

10
月
6
日
（
土
）

　
「
天
皇
と
中
世
文
化
」

　

講
師
／
脇
田
晴
子
（
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
長
）

10
月
8
日
（
月
・
祝
）

　
「
古
九
谷
と
は
」

　

講
師
／
嶋
崎　

丞
（
石
川
県
立
美
術
館
館
長
）

　

入
場
無
料

■
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
と
能
の
出
会
い

　

10
月
8
日
（
月
・
祝
）
午
後
3
時
開
演

　

会
場
／
石
川
県
立
能
楽
堂

  

内
容
／
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
弦
楽
四
重
奏
曲
第
14
番

　
　
　
　
　
　
　

能
「
巴
」
シ
テ
佐
野
由
於
ほ
か

　

料
金　

３
，
５
０
０
円
（
当
日
４
，
０
０
０
円
）

■
文
化
の
森
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
０
７

　

10
月
2
日
（
火
）〜
8
日
（
月
・
祝
）

　

会
場
：
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
石
引
分
室

　
　
　
　
　
　
　
　
（
旧
第
九
師
団
司
令
部
）

■
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ガ
ー
デ
ン

　

緑
に
囲
ま
れ
た
公
園
に
野
外
生
け
花
ア
ー
ト
を
中
心
に
、

　

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
シ
ョ
ッ
プ
が
登
場
。

　

10
月
6
日
（
土
）〜
8
日
（
月
・
祝
）

　

会
場
／
本
多
の
森
公
園
芝
生
広
場

■
文
化
の
森
ク
イ
ズ
＆
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

「
ク
イ
ズ
に
答
え
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
ゲ
ッ
ト
」

　

会
期
／
10
月
1
日
〜
31
日

　

会
場
／
文
化
の
森
各
施
設

　
　

・
金
沢
城
公
園

　
　

・
石
川
県
立
歴
史
博
物
館

　
　

・
石
川
県
立
能
楽
堂

　
　

・
石
川
県
立
伝
統
産
業
工
芸
館

　
　

・
藩
老
本
多
蔵
品
館

　
　

・
金
沢
能
楽
美
術
館

　
　

・
金
沢
市
立
中
村
記
念
美
術
館

　
　

・
金
沢
く
ら
し
の
博
物
館

　
　

・
金
沢
ふ
る
さ
と
偉
人
館

　
　

・
前
田
土
佐
守
家
資
料
館

　

応
募
方
法
／
各
施
設
備
え
付
け
の
用
紙
で
応
募

金沢城址

石川県立美術館

兼六園

金

金沢21世紀美術館

広坂

金沢市役所

丸の内

木倉町

香林坊

金沢城公園

前田土佐守資料館

金沢ふるさと偉人館
中村記念美術館

金沢くらしの博物館

県立能楽堂

県立歴史博物館

県立伝統産業工芸館
金沢能楽美術館

藩老本多贓品館
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青手葡萄図平鉢　古九谷
江戸時代　17世紀
口径43.0　底径22.1　高10.2cm

ず ひら ばちぶど うてあお

4
古紙配合率100％再生紙を使用しています。

　

大
ぶ
り
の
平
鉢
で
、
見
込
み

の
上
方
よ
り
垂
れ
下
が
る
よ
う

に
葡
萄
の
蔓
と
葉
、
実
を
描
い

て
い
ま
す
。
地
文
に
は
撫
子
風

の
大
柄
な
花
文
を
大
胆
に
配
し

て
お
り
、
装
飾
的
効
果
を
高
め

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
撫
子
風

の
花
文
は
、
天
和
二
年
（
一
六

八
二
）
火
災
に
遭
遇
し
た
旧
大

聖
寺
藩
江
戸
上
屋
敷
（
現
在
の

東
京
大
学
構
内
）
よ
り
出
土
し

た
色
絵
陶
片
と
同
一
の
文
様
で

あ
り
、
注
目
さ
れ
る
も
の
で
す
。

縁
に
は
菱
形
木
目
状
の
水
文
を

め
ぐ
ら
せ
て
お
り
、
力
強
さ
を

感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

器
形
は
腰
の
部
分
に
段
を
付

け
た
い
わ
ゆ
る
二
段
鉢
様
式

で
、
こ
の
タ
イ
プ
の
形
態
は
ほ

か
に
も
「
青
手
樹
木
図
平
鉢
」

や
「
青
手
海
浜
家
屋
図
平
鉢
」

な
ど
古
九
谷
青
手
の
作
品
に
多

く
み
ら
れ
ま
す
。
彩
色
は
緑
と

黄
の
二
色
の
み
で
す
が
、
葡
萄

の
葉
や
実
の
一
部
を
白
抜
き
と

す
る
こ
と
で
と
て
も
印
象
的
な

仕
上
が
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

裏
面
は
、
黄
で
塗
り
つ
ぶ
し

て
お
り
、
そ
こ
に
菊
唐
草
を
豪

快
に
描
い
て
い
ま
す
。
高
台
内

は
緑
の
絵
の
具
が
完
全
に
溶
け

て
お
ら
ず
、
小
砂
が
付
着
し
て

お
り
、
中
央
に
は
二
重
角
の

「
福
」
字
銘
を
記
し
て
い
ま
す
。

第38回文化財現地見学旅行
～京都･宝塚の美術館･博物館を訪ねて～

◆宿泊はシングルルームのみとなります。部屋割りは、こちら
に一任させていただきます。
◆バスの座席は抽選番号順とさせていただきます。相席を希望
される方は、当日お話し合いの上、交替していただきますよ
うお願いいたします。
◆食事については、旅行代金に２回の昼食代は含まれますが、
夕食は各自でお願いいたします。
◆二日目の朝食は、無料サービスの軽食（パン、サラダ、飲
物）ですので、あらかじめご了承下さい。　

お申し込みの方法
☆往復はがきに下記の事項をご記入し、ご応募下さい。参加証
を発行します。応募多数の場合は抽選を行い、参加者を決定
させていただきます。
①往復はがき裏面に、文化財現地見学参加希望と明記し、住所
･氏名･年齢･会員番号･電話番号をお書き下さい。
②返信はがきの表面には、返信先(住所･氏名)をお書き下さい。
③返信はがきの裏面には、何も書かないで下さい。応募結果を
印刷して返送いたします。

◇応 募 先：〒920-0963　金沢市出羽町2-1
            　　石川県立美術館 文化財現地見学旅行あて
◇応募締切：平成19年10月15日(月)必着

※応募希望者１名につき、往復はがき１通でご応募下さい。お
一人で何通も出されたものや、連名のもの、記載事項が不備
のものなどは無効となりますのでご注意下さい。
※応募結果は、締切日の翌日に発送いたします。この返信は再
発行いたしません。

ご注意
☆当選された方は、10月31日(水)までに必ず参加費をお支払い
下さい。引き替えに参加証をお渡ししますので、旅行当日は
参加証をお持ち下さい。
☆抽選もれの方には、キャンセル待ち番号が書かれたハガキを
返送します。キャンセルがあった場合は、11月12日(月)まで
にお知らせいたします。
☆当選後、参加の権利をキャンセルされる場合は、必ず当館へ
ご連絡下さい。その後当館よりキャンセル待ちの方へ順番に
参加権をお譲りいたします。
☆２日間にわたる長時間のバス移動があり、また行楽のシーズ
ンでもあり、予定がずれ込む可能性があります。移動と観覧
時間には十分配慮いたしますが、お身体の具合に自信のない
方は、参加をご遠慮下さい。

参加者募集！

期　　   日： 11月17日(土)～18日(日)
 １泊２日　宿泊は京都市
参   加   費： 23,000円(友の会会員以外は24,000円)
募 集 定 員： 40名（対象は原則として成人）
見学予定地： 堂本印象美術館･相国寺承天閣美術館･
　　　　　　細見美術館･京都国立博物館･鉄斎美術館
出 発 場 所： JR金沢駅西口バスターミナル
　 　 時 刻： 午前7時
到 着 場 所： JR金沢駅西口バスターミナル
　 　 時 刻： 午後7時（予定）
※改修工事のため休館中につき、出発・到着場所はJR金沢駅
　西口バスターミナルのみとさせていただきます。
　マイカーでお越しの方は、駐車場は各自でご手配下さい。

永徳・等伯と近代日本画の巨匠たち
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